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国際共同研究フォーラム 

 
『技術革新、構造改革の効果と我が国の潜在成長力の展望』 

       

 
 
 

                       平成 15 年 10 月 
                       内閣府経済社会総合研究所 

 
 
 
内閣府経済社会総合研究所では世界の叡智の活用と世界的な研究ネットワークの

形成を目的として、内外の研究機関・グループと「国際共同研究」を実施し、その成

果をできるだけ多くの方々に知っていただくべく、外部に情報発信しています。 
 

 今回は、国際共同研究のテーマの１つ、IT の活用に関する研究の中からハーバー

ド大学のジョルゲンソン教授の影響分析の研究をとりあげ、『技術革新、構造改革の効

果と我が国の潜在成長力の展望』というテーマで国際共同研究フォーラムを開催する

ことと致しました。 
 
 日本経済の潜在成長力をどう評価するかは、経済政策を考える上で基本的な問題の

一つです。しかし近年の IT 革命といわれる急速な IT 化の進展の効果、近い将来減少

が予想される日本の人口動態変化の影響、構造改革政策の効果、ひいては日本の潜在

成長力自体の評価について、エコノミストの間でも様々な意見があります。本フォー

ラムは、経済政策上の根本問題の一つであるわが国の潜在成長力に関する国際共同研

究等の成果を広く世に提供するとともに、専門家の議論を通じ改めてわが国の潜在成

長力の評価について考えることを目的としております。 
 
 ご多用の所とは存じますが、以上の趣旨と内容で開催致しますフォーラムに下記ご

参照の上、是非ご参加下さいますようご案内申し上げます。 
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記 

 
タイトル ： 『技術革新、構造改革の効果と我が国の潜在成長力の展望』 
日  時 ： 平成 15 年 11 月 10 日（月） 14:00～ 
会  場 ： アークアカデミーヒルズ（アーク森ビル 36 階）  

言  語 ： 日英同時通訳 
主  催 ： 内閣府経済社会総合研究所 
参 加 料 ： 無 料 
参加申込 ： 当研究所 HP（下記 URL）にアクセスの上お申し込み下さい。 

       http： //www.esri.cao.go.jp/  （先着順 100 名程度） 

 

当日のプログラム（予定） 

 

14:00～14:10  所 長 挨 拶 
         香 西 泰          ［内閣府 経済社会総合研究所長］  
14:10～15:10  基 調 講 演 

Dale W. Jorgenson ［ハーバード大学教授］  

深尾 京司 氏   ［一橋大学教授］ 

宮川 努  氏   ［学習院大学教授］ 
15:10～15:30  休 憩 
15:30～17:00  パネルディスカッション 
［パネリスト］  上記基調講演者 3 名に加え、 

西村 清彦 氏    ［東京大学教授・ 

内閣府経済社会総合研究所総括政策研究官］ 

吉川 洋   氏    ［東京大学教授・経済財政諮問会議議員］  

元橋 一之  氏    ［一橋大学助教授］ 

［ 司  会 ］  香西 泰         ［内閣府 経済社会総合研究所長］ 
※パネリスト略歴は別紙参照 

17:00～17:30  質 疑 応 答 
 

本件照会先  内閣府 経済社会総合研究所  

栗 田（03-3581-0578） 

 masayuki.kurita@mfs.cao.go.jp 
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別 紙          パ ネ リ ス ト 略 歴 

 
＊Dale  W.  Jorgenson   ････････････････････････････････････ ハーバード大学教授   

専門分野等 ： 理論経済学・計量経済学。資本理論と投資行動、生産性上昇、消費者行動と経済厚

生、IT と経済成長に関する研究等。Review of Economics and Statistics の 

Associate Editor、Science, Technology, and Economic Policy, National Research 

Council の Board Member 等も務める。 

 

深 尾 京 司  氏   ･･･････････････････････････････････････････  一橋大学教授  

専門分野等： 国際経済学・マクロ経済学。直接投資の経済分析、日本の経済成長、産業構造と経

済成長の研究等。主な著書に『合理的予想形成によるインフレ為替分析（共著）』（有

斐閣）など。経済産業研究所ファカルティー・フェロー、政策構想ﾌｫｰﾗﾑ研究会員。 

 

宮 川  努  氏    ･･････････････････････････････････････････ 学習院大学教授  

専門分野等： マクロ経済学・国際マクロ経済学・日本経済論。企業の設備投資行動の研究等。主

な著書に『失われた 10 年の真因は何か（編著）』（東洋経済新報社）、『円高の経済学』

（東洋経済新報社）など。 

 
＊西 村 清 彦  氏   ･･･････東京大学教授・内閣府経済社会総合研究所総括政策研究官 

専門分野等： 理論経済学・経済統計。マクロ経済学のミクロ的基礎の理論的研究、日本経済のミ

クロ構造の実証的研究等。主な著書に『「価格革命」のマクロ経済学』（日本経済新

聞社）など。 

 

吉 川  洋  氏       ････････････････････････････････････････････ 東京大学教授 

専門分野等：  マクロ経済学。マクロ経済理論、1990 年代の日本経済の分析等の研究。主な著書

に『転換期の日本経済』（岩波書店）、『構造改革と日本経済』（岩波書店）など。経

済財政諮問会議議員。 

 

元 橋 一 之  氏       ････････････････････････････････････････ 一橋大学助教授 

専門分野等：  産業組織論。情報技術の企業レベルインパクト、電子商取引の経済効果分析、IT

産業のイノベーションに関する産業組織論の研究等。主な著書に『日本経済 競争力

の構想(共著)』（日本経済新聞社）など。経済産業研究所計量分析データ室長。 

 

香 西  泰 （司会者） ････････････････････････････ 内閣府経済社会総合研究所 所長 
専門分野等：  東京工業大学教授、日本経済研究センター会長などを経て現職。日本銀行参与、

金融分野緊急対応戦略プロジェクトチーム座長等を務める。主な著書に、『円で見る

日本経済―為替レートの変動を考えるために』（実務教育出版）など。 

 

（*）両教授は当研究所が行っている国際共同研究の共同研究者 


